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●
今
月
の
話
題

◆
令
和
３
年
度
の
主
な

　

実
施
事
業
（
一
般
会
計
）

▼
民
生
費

　

11
億
８
９
２
９
万
５
千
円

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
児
童

な
ど
へ
の
福
祉
施
策
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

▽
高
齢
者
福
祉
・
医
療
費

２
億
９
４
８
０
万
１
千
円

▽
こ
ど
も
園
等
運
営
費
・
子
育

て
支
援
事
業

２
億
２
７
１
５
万
４
千
円

◆
一
般
会
計
決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入

総
額
が
51
億
８
１
２
１
万
４
千

円
、
歳
出
総
額
が
48
億
５
５
８

９
万
１
千
円
で
、
差
引
３
億
２

５
３
２
万
３
千
円
の
形
式
収
支

（
実
質
収
支
は
３
億
２
４
６
３
万

３
千
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
対
比
１
億

３
１
２
９
万
１
千
円
、
２
・
５

％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
国
庫
支
出
金
及
び
町
債

の
減
額
が
主
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
前
年
度
対
比

３
億
２
６
７
９
万
３
千
円
、６
・

３
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
総
務
費
及
び
衛
生

費
な
ど
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

が
減
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

そ
の
他
の
行
政
経
費
に
つ
い

て
も
、
節
減
合
理
化
に
努
め
な

が
ら
、
産
業
経
済
の
活
性
化
、

社
会
福
祉
等
の
充
実
、
生
活
基

盤
の
整
備
な
ど
、
諸
施
策
に
関

連
す
る
事
務
事
業
を
展
開
し
ま

し
た
。

▽
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援

事
業　
　

５
３
１
９
万
１
千
円

▽
そ
の
他
、
児
童
手
当
支
給
費

な
ど

▼
総
務
費

　

８
億
９
４
２
３
万
４
千
円

　

戸
籍
、
住
民
票
交
付
な
ど
の

町
の
基
本
的
な
業
務
か
ら
Ｔ
Ｃ

Ｖ
関
連
事
業
、
国
際
交
流
推
進

事
業
、
選
挙
費
、
統
計
な
ど
幅

広
い
事
務
事
業
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

▽
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
及
び

Ｔ
Ｃ
Ｖ
管
理
運
営
事
業

１
億
６
４
５
万
５
千
円

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業　
　
　
　
　

３
８
５
６
万
円

▽
集
会
施
設
管
理
費

１
９
９
９
万
３
千
円

▽
定
住
移
住
促
進
事
業

１
６
７
６
万
４
千
円

▽
国
際
交
流
推
進
費

９
２
０
万
５
千
円

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
費

７
７
０
万
８
千
円

▽
そ
の
他
、
電
算
推
進
事
業
、

交
通
安
全
対
策
費
な
ど

▼
教
育
費

　

５
億
３
９
１
４
万
１
千
円

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
に
お

令
和
４
年
９
月
の
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
３

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

ま
ち
の
決
算
の

ま
ち
の
決
算
の

概
要
と
主
な
事
業

概
要
と
主
な
事
業
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●
今
月
の
話
題

け
る
教
育
、
社
会
教
育
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▽
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校
管

理
運
営
費

２
億
２
０
３
４
万
５
千
円

▽
図
書
館
運
営
事
業

１
２
４
２
万
５
千
円

▽
そ
の
他
、
体
育
施
設
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
な
ど

▼
衛
生
費

４
億
８
２
３
３
万
８
千
円

　

各
種
健
診
や
予
防
接
種
、
乳

幼
児
医
療
、
診
療
所
等
特
別
会

計
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
の
保
健

衛
生
、
ご
み
処
理
対
策
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

６
２
７
０
万
７
千
円

▽
診
療
所
・
老
健
施
設
特
別
会

計
繰
出
金

業
、
住
宅
管
理
事
業
な
ど

▼
消
防
費

　

１
億
４
４
５
６
万
７
千
円

　

消
防
防
災
対
策
の
充
実
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
八
戸
広
域
消
防
費
負
担
金

　
　

１
億
１
３
７
６
万
６
千
円

▽
そ
の
他
、
消
防
施
設
の
維
持

管
理
、
消
防
団
の
運
営
や
防
災

対
策
事
業
な
ど

▼
商
工
費

　

１
億
２
０
３
９
万
７
千
円

　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
施
設

等
の
整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ

１
億
６
２
４
７
万
２
千
円

▽
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
負
担
金

１
億
２
４
９
７
万
９
千
円

▽
そ
の
他
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
、
廃
棄
物
不
法
投
棄

対
策
事
業
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費

４
億
６
５
０
３
万
６
千
円

　

農
林
畜
産
業
の
振
興
対
策
や

農
地
、
山
林
等
の
保
全
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
事
業　

４
２
１
０
万
４
千
円

▽
た
っ
こ
に
ん
に
く
振
興
対
策

事
業　
　

５
１
４
４
万
６
千
円

▽
森
林
経
営
管
理
事
業

１
２
９
８
万
１
千
円

▽
そ
の
他
、
農
業
振
興
事
業
、

農
道
整
備
事
業
、
牧
野
管
理
事

業
な
ど

▼
土
木
費

　

３
億
５
１
０
９
万
３
千
円

　

道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の

整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　

７
１
１
９
万
８
千
円

▽
除
雪
費
３
５
４
０
万
６
千
円

▽
そ
の
他
、
道
路
維
持
管
理
事

れ
て
い
ま
す
。

▽
商
工
振
興
費

１
億
１
６
１
７
万
３
千
円

▽
タ
プ
コ
プ
創
遊
村
等
観
光
施

設
維
持
管
理
費

３
６
６
７
万
３
千
円

▽
そ
の
他
、
関
係
団
体
等
へ
の

負
担
金
及
び
補
助
金
な
ど

▼
議
会
費
な
ど

▽
議
会
費
（
町
議
会
の
運
営
）

６
４
７
８
万
２
千
円

▽
公
債
費
（
町
債
の
償
還
）

５
億
７
１
１
９
万
２
千
円

▽
そ
の
他
、
労
働
費
、
災
害
費

な
ど

●令和４年度（令和３年度分）
　決算審査意見書（要旨）

　一般会計及び特別会計とも、
新型コロナ感染症対策等にかか
る事業の影響による増減はある
ものの予算の執行については、
効率的かつ適正な執行が行われ
ていることを確認し、事業の執
行についてもおおむね良好に進
捗しており成果が認められまし
た。収入未済額においては、国
民健康保険税、町税、町営住宅
使用料と、歳入全般で減少傾向
にあります。しかし、町全体の
会計で見ますと、依然として収
入未済額は大きな金額となって
おりますので、滞納整理の推進
と県市町村総合事務組合との連
携を一層強化し、徴収の効果を
上げるとともに適正な欠損処分
処理を望みます。
　次に、歳出面についてであり
ますが、自主財源等の減少が進
むなか、年々厳しさが増す昨今
でありますので、健全かつ着実

な財政運営を図るべく、歳出の
抑制に努めなければならないも
のと思われます。よって、今後
の事務事業の予算編成及び予算
執行に当たっては、町財政健全
化計画及び本町のおかれている
現実への認識を深め、職責上の
自覚を持ってこれに望み、行政
上の効果を高めるよう努力して
いただきたいものであります。
特に他団体への補助金交付につ
いては、補助金交付申請書並び
に決算書の精査を綿密に行い、
適正なる交付を望むものであり
ます。
　特別会計に係わる事業運営は、
後期高齢者医療特別会計、介護
保険事業勘定に係る経費が増加
の傾向にあるため、一般会計か
ら繰出金依存度を軽減するため
にも、保健福祉事業等に力を入
れ、施設・備品等の適正管理な
ど創意工夫に努力することを望
みます。

田子町監査委員　　　　
髙沢靖直・北田騰
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（
写
真
２
）受
領
し
た
妻
の
サ
ダ
さ
ん
（
中
央
）

　

と
次
男
の
慎
さ
ん
（
左
）

（
写
真
１
）
学
習
発
表
会
で
の
合
奏

上
郷
小
学
校
統
合
50
周
年

（
※
写
真
１
）

　

10
月
９
日
、上
郷
小
学
校
で
、

学
校
統
合
50
周
年
記
念
式
典
と

記
念
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

上
郷
小
学
校
は
、
昭
和
47
年

に
、
夏
坂
小
学
校
、
関
小
学
校
、

遠
瀬
小
学
校
、
旧
上
郷
小
学
校

の
４
校
が
統
合
し
今
年
で
50
周

年
を
迎
え
、
こ
の
日
行
わ
れ
た

式
典
で
は
大
角
貫
校
長
が
「
上

郷
小
学
校
に
は
50
年
経
っ
て
も

変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
上
郷
地
域
の
教

育
力
で
す
。
ス
キ
ー
や
子
ど
も

神
楽
、
米
づ
く
り
等
は
、
地
域

の
方
の
協
力
や
こ
れ
ま
で
に
千

名
を
超
え
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
行
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
校
児
童
９
名
に
よ
る

呼
び
か
け
「
慶
び
の
詩
」
で
は
、

上
郷
小
学
校
の
50
年
間
の
あ
ゆ

み
と
感
謝
の
言
葉
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
学
習
発

表
会
で
は
、
全
校
児
童
に
よ
る

上
郷
小
学
校
の
校
歌
と
統
合
前

４
校
の
校
歌
の
合
奏
が
披
露
さ

れ
、
参
加
者
は
懐
か
し
い
メ
ロ

デ
ィ
に
聞
き
入
り
、
上
郷
小
学

校
の
50
年
間
の
歴
史
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

故　

伊
藤
公
氏
に
正
六
位

（
※
写
真
２
）

　

10
月
14
日
、
故
伊
藤
公
さ
ん

の
ご
自
宅
で
、
元
田
子
町
立
上

郷
小
学
校
校
長
の
伊
藤
公
さ
ん

に
尾
形
真
一
朗
教
育
長
よ
り
教

育
功
労
者
勲
章
と
し
て
正
六
位

が
伝
達
さ
れ
、
妻
の
サ
ダ
さ
ん

が
受
領
し
ま
し
た
。
サ
ダ
さ
ん

は
「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
主

人
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
昭
和
23
年
4
月

に
上
郷
村
立
上
郷
中
学
校
に
助

教
授
と
し
て
奉
職
し
、
平
成
元

年
３
月
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま

で
40
年
７
カ
月
も
の
長
き
に
わ

た
り
、
青
森
県
の
初
等
・
中
等

教
育
の
充
実
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
と
り
わ
け
地
域
特
性
を
生

か
し
て
ス
キ
ー
を
活
用
し
た
児

童
の
健
康
増
進
の
た
め
に
奔
走

し
、
学
校
ス
キ
ー
場
の
開
設
に

も
貢
献
さ
れ
、
児
童
の
体
育
教

育
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

日
頃
の
備
え
再
確
認
～
総

合
防
災
訓
練
～
（
※
写
真
３
）

　

10
月
15
日
、
田
子
小
学
校
で

令
和
４
年
度
田
子
町
総
合
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
行

政
及
び
防
災
関
係
機
関
並
び
に

地
域
住
民
の
連
携
に
よ
る
迅
速
、

的
確
な
災
害
対
策
を
確
立
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
地

震
に
よ
る
大
規
模
火
災
や
土
砂

災
害
な
ど
を
想
定
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
訓
練
で
は
、
消
防

団
員
に
よ
る
延
長
約
７
５
０
ｍ

の
中
継
送
水
訓
練
や
、
三
戸
消

防
署
田
子
分
署
に
よ
る
救
助
救

出
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。
第

２
部
で
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
体
験
訓
練
が
行
わ
れ
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
応
急
処
置
訓
練
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
等
の
消
火
訓

練
、
避
難
所
間
仕
切
り
設
営
等

を
体
験
し
ま
し
た
。
体
験
し
た

方
は
、「
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
等
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
中
継
送
水
訓
練
の
様
子
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（
写
真
４
）
一
生
懸
命
作
業
を
す
る
藤
井
選
手

（
写
真
５
）
伝
達
式
の
様
子

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
の
選

手
ら
田
子
町
で
農
作
業
支

援
（
※
写
真
４
）

　

10
月
19
日
、
宮
野
の
宇
藤
堅

一
さ
ん
の
畑
で
、
ヴ
ァ
ン
ラ
ー

レ
八
戸
の
選
手
ら
が
、
農
作
業

支
援
と
し
て
、
に
ん
に
く
の
芽

出
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八

戸
の
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
、

農
業
の
労
働
力
不
足
解
消
と
地

域
連
携
強
化
を
目
的
に
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
田
子
町
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

農
作
業
支
援
に
参
加
し
た
の

は
田
子
町
応
援
大
使
の
下
堂
竜

聖
選
手
と
藤
井
航
大
選
手
で
、

宇
藤
さ
ん
か
ら
作
業
方
法
や
コ

ツ
を
聞
き
な
が
ら
、
中
腰
に
な

り
に
ん
に
く
の
芽
を
マ
ル
チ
の

穴
か
ら
出
し
ま
し
た
。
藤
井
選

手
は
「
地
道
な
こ
う
い
う
作
業

が
お
い
し
さ
の
秘
訣
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
防
犯
功
労
者

表
彰
伝
達
式
（
※
写
真
５
）

　

10
月
20
日
、
役
場
公
室
で
令

和
４
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
三
戸
地
区
防

犯
指
導
隊
田
子
支
隊
員
の
坂
本

順
一
さ
ん（
干
草
場
）と
冷
清

水
清
峰
さ
ん（
新
田
）に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
安
全

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
防

犯
意
識
の
高
揚
と
犯
罪
予
防
活

動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功

労
を
た
た
え
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

伝
達
式
に
立
ち
会
っ
た
山
本

晴
美
町
長
は
、「
町
の
安
全
の

た
め
に
永
ら
く
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全

の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
労
い
の
言
葉
を
か
け
て

い
ま
し
た
。

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ

と
の
包
括
連
携
協
定
締
結

式
（
※
写
真
６
・
７
）

　

10
月
21
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
、
田
子
町
と

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
株
式
会
社
と
の
包
括
連

携
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
は
、
相
互
の
幅
広

い
連
携
協
力
を
深
め
、
田
子
町

が
行
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
、
締

結
式
で
は
、
同
社
青
森
営
業
統

括
部
中
村
誠
悦
部
長
と
山
本
町

長
が
協
定
書
へ
調
印
を
し
ま
し

た
。
協
定
締
結
に
よ
り
、
防
災
・

減
災
及
び
防
災
教
育
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
を
通
じ
た
交
流
推
進
、
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
振
興
な
ど
で
連

携
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
包
括
連
携
協
定
に
基

づ
く
取
り
組
み
と
し
て
、「
災

害
時
に
お
け
る
飲
料
供
給
に
関

す
る
覚
書
」
の
締
結
と
、
交
差

点
等
の
歩
道
へ
貼
り
付
け
る
ス

ト
ッ
プ
マ
ー
ク
50
枚
が
寄
贈
さ

れ
、
山
本
町
長
は
、「
災
害
時

に
お
い
て
水
の
確
保
は
何
よ
り

も
大
切
で
あ
り
、
県
内
の
多
く

の
自
治
体
に
飲
料
を
供
給
し
た

実
績
が
あ
る
と
聞
き
大
変
心
強

い
。
町
で
は
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
３
６
９
０（
み
ろ
く
）日

を
目
指
し
て
お
り
、
今
回
の
ス

ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の
寄
贈
が
励
み

に
な
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
６
）
協
定
締
結
式
の
様
子

（
写
真
７
）
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク

　
（
足
の
間
が
コ
ー
ラ
の
瓶
に

　

な
っ
て
い
る
独
自
デ
ザ
イ
ン
）
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　地域おこし協力隊
の五十嵐です。先日、
今年オープンしたロ
ッジカウベルに泊ま
りに行ってきました。
30年ほど前に建てられたとは思えないほど中
はきれいで、自由に使える厨房も友人同士で使
うにはもったいないほど本格的な設備が整って
いました。何より夜には満点の星空、朝には朝
陽がきれいに見え、都会からくる人たちにはこ
の田子町の自然環境が大きな魅力になるだろう
なと思いました。まだ宿泊されたことがない方
は、ぜひ来年泊まってみてはいかがでしょうか？

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村知子
です。この広報が届くころにはもう雪が降って
いるのでしょうか？　昨年初めての冬を経験
し、家じゅうの水道に不具合が生じたので、「ま
たあの冬が来る…」という心構えと準備を少し
ずつしているところです。特に「窓の結露対策」
が今のところ急務課題です。冬の寒さで水滴が
発生してカビが繁殖して体にも悪い状態になっ
てしまいます。そこで教えてもらったのが窓に
貼る結露防止テープです。水滴を吸い込んでカ
ビの発生を抑えてくれます。やり始めるまでは
おっくうでしたが、やってしまえばとても簡単
でした。この調子で年末までに大掃除もしつつ、
家の中を整えたいなと思います。

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村治樹
です。先日３年ぶりに会場開催となった「にん
にくとべごまつり」。昨年はオンラインでの開
催であったため、会場に参加するのは今年が初
めてでした。例年通りとまではいかないまでも、
たくさんの出店者、様々なライブステージに、
たくさんの方の楽しそうな表情が見れて、こっ
ちまで幸せな気分になりました。それもこれも
多くの関係者の方々の努力あってのことだと思
います。自分も少しだけですが、準備などお手
伝いさせていただき、イベントを行うのは本当
に大変なことだと、身を持って感じさせていた
だきました。また同時に、それを続けてきたこ
の町のパワーも感じられました。本当に皆様お
疲れ様でした。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆冬支度　　　　　　　　　　　　　

◆初めてのにんにくとべごまつり　　

◆ロッジカウベル　　　　　　　　　　

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

交通死亡事故ゼロ
３
み ろ く

６９０日を目指しています！
12月は、飲酒運転の事故が最多と

されています。気を緩めずに
交通安全について細心の注意が

必要な季節です。

顕
彰
状
伝
達
式
の
様
子

　

10
月
19
日
、
田
子
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
、
令
和
４
年
度

田
子
町
敬
老
者
顕
彰
状
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
に

は
、
18
名
の
方
が
出
席
し
長
年

に
わ
た
り
社
会
の
発
展
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
と
ご
長
寿
を
祝
い
、
１
０

０
歳
到
達
者
、88
歳
到
達
夫
婦
、

88
歳
到
達
者
に
顕
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
顕
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
賞
者

　

１
０
０
歳
到
達

▽
井
畑
は
な
（
七
日
市
）

▽
山
田
は
な
ゑ
（
清
水
頭
）

▽
澤
頭
み
さ
（
干
草
場
）

●
青
森
県
知
事
顕
彰
者　

・
１
０
０
歳
到
達

▽
井
畑
は
な
（
七
日
市
）

▽
山
田
は
な
ゑ
（
清
水
頭
）

牛
せ
つ
、
向
井
み
よ
、
森
本
ヨ

シ
ノ
、
森
本
あ
つ
【
七
日
市
】

小
笠
原
と
せ
子
、
川
端
勇
、
蹴

揚
マ
ツ
、
佐
々
木
君
枝
、
澤
井

ゑ
み
、
工
藤
正
夫
、
柳
田
ふ
み

子
、
松
原
と
よ
、
久
保
ソ
ノ
子

【
矢
田
郎
】
越
後
み
な
、
北
村
利

信
、
村
み
つ
、
三
上
賞
吉
【
野

月
】
遠
藤
富
子
【
川
代
】
佐
藤

フ
ヂ
ヱ
【
袖
平
】

村
恍
雄【
清

水
頭
】
尾
形
長
治
、
山
市
忠
男

【
干
草
場
】
山
市
ふ
じ
【
長
坂
】

越
後
春
夫
【
西
舘
野
】
福
田
し

ぎ
、
土
川
す
み
【
宮
野
】
大
野

葊
治
、
堀
合
喜
美
【
細
野
】
村

木
キ
ヨ
【
上
風
張
】
鈴
木
武
雄
、

宮
本
ミ
キ
【
風
張
】
加
藤
は
よ

【
南
風
張
】
藤
田
武
男
【
北
側
】

▽
澤
頭
み
さ
（
干
草
場
）

・
88
歳
到
達
夫
婦

▽
寺
牛
和
三
・
せ
つ（
向
山
）

▽
森
本
清
志
・
ヨ
シ
ノ（
向
山
）

▽
佐
々
木
親
良
・
君
枝（
七
日

市
）▽
越
後
已
之
松
・
み
な（
矢

田
郎
）
▽
宮
本
榮
次
郎
・
ミ
キ

（
上
風
張
）▽
木
根
肇
・
き
み
子

（
北
側
）
▽
佐
々
木
晃
・
ト
ク

（
サ
ン
モ
ー
ル
）
▽
工
藤
定
志
・

キ
ク
エ（
飯
豊
）
▽
原
菊
次
郎
・

た
き（
石
亀
）
▽
佐
々
木
広
之

助
・
み
よ（
杉
本
）
▽
畠
山
六

郎
・
ア
サ
子（
新
田
）

●
田
子
町
長
顕
彰
者

・
88
歳
到
達
者

【
下
田
子
】
鳥
井
本
福
志
、
山
本

泰
造
、
栗
木
定
夫
【
向
山
】
寺

大
澤
良
子
、
木
根
き
み
子
、
久

保
末
治
、
熊
谷
實
郎
【
中
本
町
】

原
田
功
【
下
本
町
】
中
沢
ト
ヨ
、

山
市
幸
子
【
サ
ン
モ
ー
ル
】
佐

藤
誠
、
佐
々
木
ト
ク
【
野
面
】

宮
川
幸
【

ノ
実
】
山
沢
ひ
て

【
飯
豊
】
工
藤
キ
ク
エ
、
福
田
ノ

ブ
【
道
地
】
原
チ
ヱ
子
、
渡
邊

す
ゑ
、
木
根
み
き
、
伊
藤
サ
ダ
、

中
村
忠
充
【
石
亀
】
原
た
き
、

田
ち
ゑ
【
杉
本
】
佐
々
木
み

よ
【
茂
市
】
荒
木
田
利
雄
、
市

村
し
ま
、
腰
巡
ナ
ヲ
ヱ
【
道
前
】

蛇
沼
ト
シ
【
関
上
】
川
原
正
義
、

山
美
幸
子
【
夏
坂
】
山
崎
護
【
遠

瀬
】
沢
口
金
作
、
田
中
豊
【
新

田
】
中
山
仁
八
、
畠
山
ア
サ
子
、

下
口
ふ
ぢ
ゑ

長
寿
を
祝
っ
て
～
顕
彰
状
伝
達
式
～
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●
お
知
ら
せ

■  みんなで作ろう！　マイナンバーカード
　第２弾マイナポイントを受け取るた
めに必要なマイナンバーカードの申請
期限は、１２月末までとなっております。
まだマイナンバーカードを申請されて
いない方は、お早めの申請をお願いし
ます。
　また、町内事業所へは申請手続き出前サポートを行
っておりますので、お気軽にご連絡ください。

問役場住民課住民環境グループ ☎２０－７１１３

■  河川への油類流出事故の防止について
　河川に油脂類や化学薬品などが流れ出したときは、
県や消防等で吸着マットやオイルフェンスなどを設置
し、水質汚濁防止対策を行います。
　対策に要した費用は、油漏れを起こし
た原因者が負担することになります。
◎よくあるケースでは
・ポリタンクへの給油中にあふれさせた
・ホームタンクの給油バルブを閉め忘れた
・農業機械類などの燃料漏れに気づかなかった
　水質事故は特に冬場に増加する傾向にあり、ちょっ
とした不注意が事故につながることが多いので、油漏
れ等には十分注意してください。
　なお、油漏れを発見した場合は、すぐに下記までご
連絡ください。
▼連絡先
　県土整備部河川砂防課　企画・防災グループ
　☎０１７－７３４－９６６２
　三八地域県民局地域整備部　河川砂防施設課
　☎０１７８－２７－５１５４（管理）
　☎０１７８－２７－５４９１（整備）
　役場建設課建設グループ ☎２０－７１１７

■  県税の納税証明書交付申請時の本人確認に
　ご協力ください
　県税の納税証明書の交付申請をすると
きは、次のとおり、本人確認をさせてい
ただいております。
１．納税義務者本人（法人の場合は代表者）が交付申
請の手続きを行う場合
　運転免許証、住基カード、パスポート、個人番号
カードなど、本人であることを証明する顔写真付き
の公的書類の提示をお願いしています。

２．納税義務者本人以外の方が交付申請の手続きを行
う場合

　納税義務者本人（法人の場合は代表者）からの委
任状のほか、交付申請の手続きを行う方について、
本人であることを証明する公的書類の提示をお願い
しています。
　顔写真付き以外のものにつきましては国民健康保
険証、年金手帳、共済組合員証等２枚以上の公的書
類の提示をお願いしています。
　委任状には、納税義務者本人（法人の場合は代表
者）の自署、代理人の自署をお願いします。

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８－２７－５１１１　内線211・327・357

■  東北電力から節電・省エネのお願い
　今冬は全国的に電力需給が厳しい見通しと
なっております。
　東北電力では供給力の確保に向け、最大限取り組ん
でおりますが、地域の皆さまにおかれましても、無理
のない範囲での節電にご協力をいただきたくお願いい
たします。省エネ・節電手法等については以下のＱＲ
コードよりご確認ください。
　なお、東北電力では国の節電プログラ
ムに連動し「冬の節電チャレンジキャン
ペーン」を実施しております。ぜひエン
トリーをお願いいたします。

問東北電力㈱八戸営業所 ☎０１２０－０６６－７７４

■  町立田子診療所からのお知らせです
　医療職員大募集 !!
　田子町民のため地域医療に携わってみませんか！！

職　種 採用人数 年　齢 受付期間
看護師 若干名 ６０歳未満 随　時

准看護師 若干名 ６０歳未満 随　時

診療放射線技師 １名 ５５歳未満 随　時

臨床検査技師 １名 ５５歳未満 随　時

理学療法士 １名 ５５歳未満 ～12/28
※身分は地方公務員となります。

　▽職種ごとの給与・ボーナス・その他手当、▽仕事
の内容、▽受験資格・お申し込み方法・採用時期など、
どうぞお気軽にお問い合わせください。
　ご家族の方やご親戚の方、お知り合いの方
などへも広くご周知願います。

問町立田子診療所事務局（加藤、菊地）☎３２－３１７１
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●
お
知
ら
せ

■  冬休み、親子で一次救命・ＡＥＤ講習会に
　参加しませんか
▼日　時
　次のうちからご希望の回を選んでお申

込みください。
　①令和４年12月26日（月）13時30分～14時30分
　②令和４年12月26日（月）15時～16時
　③令和５年１月11日（水）９時30分～10時30分
　④令和５年１月11日（水）11時～12時
▼対　象　一般及び小学生以上の子どもとその保護者
▼場　所　八戸市総合保健センター２階
　　　　　こども支援センター内
▼講　師　市民ボランティアサークル「いのちの輪」
▼受講料　無料
▼定　員　各回５組（申込多数の場合は抽選となります）
▼その他　内履きをご用意ください。
　　　　　動きやすい服装でお越しください。
▼申込期限　１２月９日（金）
▼申請・問い合わせ先
　QR コード（右記）もしくは八戸市保健所
保健総務課へ ☎０１７８－３８－０７０６

■  後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
１．高額療養費（外来年間合算）について
▼支給対象者　基準日（令和４年７月３１日）時点で後

期高齢者医療被保険者証の窓口負担割合が１割の方。
▼対象期間　令和３年８月１日から令和４年７月３１日

までの１年間。
▼支給額　対象期間中の外来診療の自己負担額の合計

から高額療養費で支給された分を差し引いた額が１４
万４，０００円を超える場合、超えた分を支給します。

▼支給申請
・これまでに高額療養費を支給されたことのある方で

支給対象となった方には、登録済みの口座
に支給しますので申請は不要です。

・これまでに高額療養費を支給されたことの
ない方（高額療養費の支給口座を登録して
いない方）には、１２月中旬（予定）に広域連合より申
請のお知らせを送付しますので、お知らせが届いた
方は市町村の窓口に申請してください。

　なお、対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した
方や転入した方の場合、支給対象であっても申請のお
知らせが送付されない場合がありますので、対象期間
内の外来に係る自己負担額の合計が１４万４，０００円を
超えた方はお問い合わせください。
▼申請に必要なもの　▽支給申請書　▽高額療養費（外

来年間合算）の支給申請について（お知らせ）▽保険
証（被保険者証）▽個人番号（マイナンバー）がわか
るもの〈通知カードまたはマイナンバーカード〉▽
本人確認書類（官公庁発行、発給の顔写真付き身分
証明書等）▽印鑑（申請者と受領者が異なる場合）※
認印可　▽通帳（コピー可）等口座情報のわかるもの

※被保険者が亡くなっている場合は受領申立書、代理
人が受領する場合は委任状が必要です。

※対象期間中、青森県後期高齢者医療制度以外の医療
保険への加入歴と自己負担額がある場合は、その医
療保険の自己負担額証明書が必要です。

２．「医療費通知書」の送付について
　被保険者のみなさまに医療費に対する認識と理解を
深めていただくことを目的に、年１回、１年分の医療
費を記載した「医療費通知書」を送付しています。
　対象期間は令和４年１月から１２月までの受診分です
が、医療機関からの診療情報は、審査支払機関の審査
後に当広域連合へ提供されることから、「医療費通知書」
がお手元に届くのは２月末～３月上旬になります。
　なお、「医療費通知書」は、確定申告の医療費控除に
使用できますが、前述の理由により確定申告の開始時
期までにお届けできないため、お急ぎの方は領収書で
ご対応くださるようお願いします。

問青森県後期高齢者医療広域連合 ☎０１７－７２１－３８２１

■  ミツバチを飼育されている方へ
●ミツバチの飼育届について
　養蜂振興法第三条第一項の規定により、
全ての蜜蜂飼育者（趣味でミツバチを飼育
する場合も）は飼育届の提出が必要です。ミツバチを
飼育されている方は、毎年１月１日現在の状況につい
て、１月中に住所地の地域県民局に飼育届を提出して
ください。（手数料はかかりません）
・飼育届用紙は、青森県ホームページでダウンロード

できるほか、地域県民局でお渡しできます。
・昨年度飼育届を提出された方については、地域県民

局から用紙が郵送されます。
・花粉交配用にのみ、ミツバチを一時的に飼育される

方の届出は不要です。ただし、長期間にわたって
（花粉交配時期以外も）飼育する場合は届出が必要

です。

　詳しくは下記のリンク等をご参照していただくとと
もに、不明な点については、三八地域県民局地域農林
水産部畜産課までお問い合わせください。
▼リンク等
　青森県ホームページ「蜜蜂飼育届出の義務について」

問三八地域県民局地域農林水産部畜産課
　八戸市大字尻内町字鴨田７（八戸合同庁舎２階）
　担当：福澤　☎０１７８－２７－５１１１　内線232
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かんたんクリスマスレシピ
ヘルシーパエリア

（材料）
鶏もも肉　200g
シーフードミックス　200g
にんにく　1かけ
塩・こしょう　適量
オリーブオイル　適量
米　2合、しらたき　300g、玉ねぎ　1/2個
カレー粉　小さじ2、塩・こしょう　少々
ピーマン・パプリカ　各1個
コンソメスープ　150ml

（作り方）
① 鶏肉は小さめのひと口大に切る。
玉ねぎ・にんにくはみじん切りに、ピーマン・
パプリカは1㎝幅の色紙切りにする。しらたきは
みじん切りにし、さっとゆでる。

② フライパンでａを炒めて取り出す。同じフライパ
ンでｂを入れ、米が透き通るまで炒めたら平らに
ならす。

③ ②にａをのせてコンソメスープを注ぎ、蓋をして
弱火で15～20分ほど炊く。炊き上がったらピー
マン・パプリカをのせ、5分ほど蒸したらできあ
がり。

★こんにゃくは食物繊維のかたまりの超低カロリー
食品です。食物繊維が腸内環境も身体もスッキリ
させます。
★お米とこんにゃくを合わせて炊くと、栄養バラン
スを保ちながらカロリーダウンもできます。おす
すめの調理法です。

（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

■  肥料の価格高騰でお困りの農業者の皆様へ
　肥料価格高騰対策事業（国庫事業）が実施
　されます！
　国では、肥料価格の高騰による農業経営
への影響緩和とともに、化学肥料の使用低
減に向けて取り組む農業者の皆様の肥料コ
スト上昇分の一部を支援することとなりました。

（※記載内容は、一部となりますのでご注意ください。）
▼生産者要件　営農活動を実施している農業者（販売

農家）であり、化学肥料の２割低減を実現するため、
取組メニューの中から２つ以上実施する農業者

【取組メニューの例】（チェックシートでの申告）
　▽土壌診断による施肥設計　▽有機質肥料の利用　

▽堆肥の利用　▽生育診断による施肥設計　▽緑肥
作物の利用　▽局所施肥（側条施肥、ドローンの活

用等）の利用など
▼支援額　本年の肥料費から肥料費負担増加額を算定

し、その７割を補填（※定められた計算式に当ては
めます。）

▼対象肥料　令和４年６月～１０月注文（秋肥用）から
令和４年１１月～令和５年５月（春肥用）として購入
した肥料

▼必要書類
・本年秋肥、来年春肥の購入価格がわかる注文票や領

収書または請求書
・化学肥料低減計画書
▼問い合わせ先　肥料を購入されている販売店（ＪＡ

八戸含む）または役場産業振興課にお問い合わせく
ださい。

■  農地を貸したい方と、農地を借りたい方を
　募集中～農地中間管理事業で有利に規模拡大を！～
　公益社団法人あおもり農業支援センターでは、県か
ら農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事業
を実施しています。
　農地の所有者で、経営規模を縮小する方、または農
業をリタイアする方で、作付けしなくなった農地を、
中間管理機構へ貸してみませんか？
　中間管理機構が借り受けた農地は、新たに作付けす
る担い手に対して貸し付けの契約をします。これによ
り、耕作放棄地の増加が抑えられるとともに、農地の
有効活用が図られます。
　農地を貸したい意向がある方、農地を借り受ける意
向がある方は、それぞれ申込用紙の記入が必要です。
申込は、随時受付しております。
　詳細については、産業振興課、農業委員会、または
支援センターへご相談ください。

問役場産業振興課（袖村）☎２０－７１１６
問田子町農業委員会（堀川）☎２０－７１２０
問公益社団法人あおもり農業支援センター

　☎０１７－７７３－３１３１

a

b

■  放送大学入学生募集のお知らせ
　放送大学では、２０２３年４月入学生を募集していま
す。放送大学は、幅広い年齢の方が「大学の卒業」や

「スキルアップ」、「学びを楽しむこと」を目指してい
る通信制の大学です。働きながら学ぶこともできます。
○出願期間は、２０２３年３月１４日まで。
○資料請求（無料）・お問合せ
　八戸サテライトスペース☎０１７８－７０－１６６３
　放送大学ホームページ　https://www.ouj.ac.jp
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：山本）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

新型コロナウイルス感染防止対策により、各施設利用者にはその都度確認を求める事項がありますので、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

田子ひとくるめゃ文化祭
　田子ひとくるめゃ文化祭が10月29日・30日の２日
間、中央公民館、農業者トレーニングセンター、コミ
ュニティ広場、みろく館を会場に開催されました。
　中央公民館では、健康コー
ナー、マイナンバーカード申
請受付コーナー、たっこにん
にく共進会展示、組子細工体
験コーナー、将棋大会（30日
のみ）などが開催されました。
　農業者トレーニングセンタ
ーでは、田子町文化協会作品
展、児童・生徒美術展、各団
体作品展など、どの作品も１
年間の集大成としての力作が
展示されました。また、ペー
パークラフトやバルーンアートなど体験コーナーも開
催され、多くの方でにぎわいました。

　コミュニティ広場では、林
業体験、にお積み展示、ドロー
ン展示、ストラックアウト大
会が開催されました。
　新たに会場となったみろく
館では、地域おこし協力隊作
品展示・出店、田村まさよし
画伯の模写・油絵展、駄菓子
屋、29日には㈱阿部繁孝商店
が出展され、にぎわっていま
した。
　そして、３年ぶりに農業者

トレーニングセンター前に特設ステージを設置して、
お笑いライブや生演奏ライブなどの芸能ステージ、た
っここども園、田子幼稚園による出し物、たっこにん
にく共進会表彰式、農産物どっぴき等が行われました。
　２日目の最後で雨が降りましたが天候にも恵まれま
した。会場に足を運んでくださいました皆様、出展者、
出店者、出演者、関係各位の皆様、ありがとうござい
ました。来年もよろしくお願いいたします。

田子神楽養成講座成果発表会
　10月30日、「田子ひとくるめゃ文化祭」の特設ステ
ージにて３年ぶりに多くのみなさんにお披露目できる
形で開催しました。園児から高校生の約30名の受講
生が４演目（笠舞・番楽・傘舞・盆舞）を披露しました。
　多くの方が見守る中、子どもたちは講座で覚えた演

目を披露し、緊張しながらも一生懸命舞う姿に、演目
が終わるたび客席からは大きな拍手が送られました。
　受講生のみなさん、受講生保護者の皆様、また講座
の指導に携わった田子神楽保存会技芸部の皆様、あり
がとうございました。

第49回新春書き初め大会
　新しい年を迎え、あらたな気持ちで書き初めに挑戦
しよう！　詳細は後日お知らせします。
▽と　き　令和５年１月６日（金）
▽ところ　中央公民館ホール

令和５年田子町成人式（仮称）のお知らせ
　平成14年４月２日から平成15年４月１日生まれの
田子町在住者及び田子中学校卒業者が対象です。
▽と　き　令和５年１月８日（日）
▽ところ　中央公民館ホール
※ご案内が届きましたらお早めにご連絡をお願いいた

します。

●歴史講座
▽と　き　12月５日（月）午後７時～８時30分
▽ところ　みろく館　▽参加費　無料
▽内　容　十和田霊山参詣道　田子道
▽持ち物　筆記用具

●いけばな講座
▽と　き　12月24日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材代1,000円前後
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
　※１週間前の金曜日までの申込みが必要です。

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　12月27日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　3,000円程度
▽内　容　お正月アレンジ
　※１週間前の月曜日までの申込みが必要です。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

笠
舞

番
楽
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●歴史
▽逆説の日本史27 ／井沢元彦／

210イ

●医学
▽平穏死という生きかた／石飛幸三

／490イ
▽専門医がやさしく教えるリウマチ

の治し方／493サ

●歴史・時代小説
▽夜叉桜／弥勒２／あさのあつこ／

913ア
▽木練柿／弥勒３／あさのあつこ／

913ア
▽くらまし屋稼業１／今村翔吾／

913イ
▽春はまだか／くらまし屋稼業２
　／今村翔吾／913イ
▽欺瞞／勘定侍柳生真剣勝負６
　／上田秀人／913ウ
▽一人二役／吉原裏同心38 ／佐伯

泰英／913サ
▽はらぺこ＜美味＞時代小説傑作選

／朝井まかてなど／913ジ
▽鯖猫長屋ふしぎ草紙３／田牧大和

／913タ
▽鯖猫長屋ふしぎ草紙４／田牧大和

／913タ
▽本所おけら長屋19 ／畠山健二／

913ハ
▽麻阿と豪／諸田玲子／913モ

●ミステリー・警察小説など
▽リバー／奥田英朗／913オ
▽ハーメルンの誘拐魔／刑事犬養隼

人３／中山七里／913ナ
▽カインの傲慢／刑事犬養隼人５
　／中山七里／913ナ
▽慈雨／柚月裕子／913ユ
▽臨床真理／柚月裕子／913ユ

●そのほかの小説など
▽烏の緑羽／八咫烏シリーズ２－３

／阿部智里／913ア
▽小説家の一日／井上荒野／913イ
▽老害の人／内館牧子／913ウ
▽夏日狂想／窪美澄／913ク
▽ふるさと銀河線／軌道春秋１
　／髙田郁／913タ
▽駅の名は夜明け／軌道春秋２
　／髙田郁／913タ
▽機械仕掛けの太陽／知念実希人／

913チ

●伝記・手記
▽津田梅子／大庭みな子／289ツ
▽無人島のふたり／山本文緒／915

ヤ

図書館情報

図書館おやすみカレンダー

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

12月の図書館行事
▼12 ／７（水）午前10時から
　ブックスタート（せせらぎの郷）
▼12 ／21（水）午前10時から
　セカンドブック（せせらぎの郷）
▼12 ／26（月）～１／４（水）
　年末年始休館日

　楽しいことがた
くさんある12月で
す。クリスマス絵
本や十二支のお話、
冬の工作、冬のお
やつ作りなど、子
どもたちの本を集
めて展示 ･ 貸出し
ます。

○クリスマスのう
さぎさん

○ミッケ３クリス
マス

○さむがりやのサンタ
○クリスマス正月の工作図鑑
○冬のこうさく

○ルルとララの手作りスイーツ冬のお
菓子

○おせちのおしょうがつ

●「クリスマスとお正月の本」展示と貸出

「クリスマスとお正月」特集

▽期間　12月17日（土）～１月８日
（土）の間の８日間

▽対象　小学生以下の子ども
▽内容　期間中に何冊の本を借りて
読むことができるか、自分の記録に挑

戦します。台紙に本の題名を書いてく
ださい。小さいお子さんは親子で参加
できます。本をたくさん借りた人には
賞状とプレゼントがあります。

▽期間　12月26日（月）～１月４日（水）の10日間

　利用者のみなさまには大変ご不便をおかけしますが、どうぞご
了承ください。
　この期間中は「ブックポスト」には返却せず、１月５日（木）以
降の返却をお願いします。

●冬休み「読書マラソン」参加者募集

●年末年始休館日のお知らせ
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誕生

●上沢莉
り あ

彩（輝洸・恵美）／干草場
●種子紅

こうき

希（宏典・真子）／野々上
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●山市昭二（76歳）下本町
●岡田　進（86歳）茂市
●種市よね（105歳）サンモール
●中村ひろ（98歳）飯豊
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

令
和
４
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2107（＋１）
人口／5016（－14）
男／2430（－９）
女／2586（－５）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器
具

な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
使
用
前
に
点
検
を
し

て
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
安
全
に

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
器
具
の
取
扱
い

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
、
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
、
洗
濯

物
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・
燃
料
を
補
給
す
る
と
き

は
、
完
全
に
火
が
消
え
て

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
燃
料
は
、
油
の
種
類
を
確
認
し

て
か
ら
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
次
の
対
策
を
講

じ
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
防
火
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
寝
室
な
ど
の

正
し
い
場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

・
火
の
勢
い
が
弱
い
う
ち
に
消
火

す
る
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
延
焼
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
田
子
町
中
心
部
で
の
ゾ
ー
ン
30

規
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

10
月
11
日
か
ら
「
ゾ
ー
ン
30
規

制
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
11
月

中
に
は
、
ゾ
ー
ン
内
に
ス
ム
ー
ズ

横
断
歩
道
な
ど
が
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。

ゾ
ー
ン
30
規
制
と
は
…
…
小
学
校

周
辺
や
住
宅
地
等
の
生
活
道
路
の

た
め
の
交
通
安
全
対
策
で
、
登
下

校
時
の
児
童
の
安
全
を
守
る
た
め

に
、
一
定
の
地
域
を
ゾ
ー
ン
に
指

定
し
、
そ
の
ゾ
ー
ン
内
の
道
路
を

全
て
最
高
速
度
30
キ
ロ
に
規
制（
終

日
）す
る
も
の
で
す
。

　

下
図
、
太
線
の
内
側
の
区
域
が

「
ゾ
ー
ン
30
」
の
規
制
区
域
と
な

り
最
高
速
度
30
キ
ロ
の
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
国
道
１
０

４
号
線
は
こ
れ
ま
で
通
り
最
高
速

度
40
キ
ロ
規
制
の
ま
ま
で
す
。

2
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30、午後1:30～4:00

4
（日）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

6
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30
特定健診・がん検診（中央公民館）
午前7:30～9:00

7
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

8
（木）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

9
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

11
（日）

介護職員初任者研修（第15回）
（せせらぎの郷）午前9:45～午後5:05

12
（月）

物忘れ・介護予防相談（せせらぎの郷）
午後1:00～4:00

13
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

14
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

15
（木）

「くらし」と「しごと」田子町無料相談会
（せせらぎの郷）午後1:00～4:00

16
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30、午後1:30～4:00

18
（日）

介護職員初任者研修（第16回）
（せせらぎの郷）午前9:45～午後5:05

20
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

21
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～正午

22
（木）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30、午後1:30～4:00

23
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

27
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30
特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30
子宮頸がん予防接種（せせらぎの郷）
午後3:00～5:00

28
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

12月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。
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●
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
に
参
加

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
、
幼
年
期
か
ら
火

災
予
防
の
大
切
さ
や
防

災
へ
の
関
心
、
消
防
士

の
仕
事
へ
の
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
三
戸

消
防
署
田
子
分
署
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
田
子
分
署
が

会
場
と
な
り
、
消
防
車

両
見
学
・
記
念
撮
影
、

濃
煙
救
出
体
験
、
放
水

体
験
、
消
防
ア
ニ
メ
視

聴
、
消
防
ク
イ
ズ
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。

　

消
防
車
・
救
急
車
の

見
学
で
は
、
普
段
は
見

る
こ
と
の
な
い
救
急
車

の
中
を
見
学
し
た
り
、

運
転
席
に
座
り
ハ
ン
ド

ル
を
握
り
笑
顔
の
子
ど

も
た
ち
。
消
防
士
に
な

り
き
り
降
り
た
く
な
い

と
ハ
ン
ド
ル
か
ら
手
を
離
さ
な
い

子
も
い
ま
し
た
。

　

放
水
体
験
で
は
ミ
ニ
防
火
衣
を

着
装
し
、
消
防
士
さ
ん
と
一
緒
に

的
を
目
が
け
て
放
水
し
ま
し
た
。

勢
い
よ
く
出
て
く
る
水
に
驚
い
た

様
子
の
子
も
い
ま
し
た

が
、
し
っ
か
り
と
的
を

目
が
け
て
放
水
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
体
験
を
通
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
防

災
へ
の
関
心
や
興
味
が

深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

消
防
士
さ
ん
へ
の
憧
れ

の
気
持
ち
も
芽
生
え
、

「
大
き
く
な
っ
た
ら
消
防

士
に
な
り
た
い
！
」
と

言
っ
て
き
た
子
も
い
ま

し
た
。
幼
稚
園
で
も
毎

月
避
難
訓
練
を
行
い
、

地
震
・
火
事
・
土
砂
や

河
川
の
災
害
、
不
審
者

な
ど
様
々
な
こ
と
を
想

定
し
て
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
体

験
で
は
園
で
で
き
な
い

体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
命
の
大
切
さ
や
自

分
の
命
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
幼
稚
園
）

学
校
の
話
題　

田
子
幼
稚
園

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

今
月
号
の
裏
表
紙
に
、シ
リ
ー
ズ
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
ｖ
ｏ
ｌ
．18

を
掲
載
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
の
総
会
・
研
修
交
流
会
を
特
集

し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
業
務
も
担
当

し
て
い
ま
す
。
田
子
町
で
の
開
催
は
初

め
て
で
、
前
例
が
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
２
日
間
の
日
程
で
し
た
の
で
、

特
集
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
す
る

の
は
難
し
い
の
で
す
が
、
今
回
の
総
会
・

研
修
交
流
会
に
は
、
基
調
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
明
治
大
学
藤
本
准
教
授
の

ゼ
ミ
生
も
参
加
し
て
い
て
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
今
回
の
様
子
を
詳
し
く
掲
載

し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
載
せ
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
、

こ
ち
ら
の
記
事
を
見
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
広
報
担
当　

ヤ
マ
ウ
チ
）

夏
が
ゆ
く
初
秋
の
風
が
な
が
れ
な
ぜ
か
も
の
悲
し
空

を
見
上
げ
る 

山
は
少
し
づ
つ
秋
が
た
だ
よ
ひ
わ
が
狭に

わ庭
の
も
み
じ

色
づ
き
秋
が
見
え
来
し 

わ
が
家
の
庭
木
色
づ
き
て
心
癒
す
日
本
は
四
季
あ
り

て
美
し
き 

新
井
田
衣

頑
張
れ
よ
暑
か
っ
た
夏
忙
し
く
目
前
の
秋
収
穫
を
待

つ 夏
も
終
り
紅
葉
眞
近
に
心
が
弾
む
日
本
に
生
れ
四
季

を
楽
し
め
り 

女
王
と
の
永
遠
の
別
れ
悲
し
く
も
天
国
の
迎
へ
を
受

け
ら
る
　 

貝
守
多
恵

四よ

も方
の
山
彩い

ろ

を
変
え
つ
つ
秋
盛
る
し
ず
か
に
も
ゆ
る

水
辺
の
も
み
ぢ 

夕
べ
に
は
露
を
宿
し
て
蘇

よ
み
が

る
名
も
知
ら
ぬ
花
に
心
潤

す 迷
ひ
道
引
く
に
引
か
れ
ぬ
プ
ー
チ
ン
に
未
来
は
あ
る

の
待
つ
の
は
何 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
２
年
12
月
号
（
令
和
４
年
11
月
21
日
発
行
）
通
算
第
７
５
７
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　約40年ほど前、役場のそばにあ
る店舗を借り、開業されました。
それまで製材所で働かれていた店
主の西村務さんは、未経験ながら
も飲食店の世界へと飛び込みまし
た。調理技術は、八戸市内の調理
学校に通い、営業をされながら身
につけていったそうです。それか
ら約３年程、お子様の学校行事に参加する以外は、
ほぼ無休で働く日々。『体力には自信があった。何よ
りも若かったから』と語る西村さんは、暇を見つけ
ては毎年、趣味である蝶を見に、色んな山に出向く
そうです（パピヨンはフランス語で蝶の意味）。

　西村さんは『友人に助けられた』
『仕事を趣味にできるよう、楽し

みながらやってきた』と今までを
振り返り、『お客様に喜んでもら
えるのが何より』と話されました。
いつも笑顔が素敵な西村さんに会
いに、どうぞ足を運んでみてくだ
さい。

●木村隊員のおすすめ料理
ドライオム（カレーかけ）900円　西村さん考案のオリ
ジナル商品。ドライカレーにコクのあるカレールー
とふんわり卵が絡み合います。

地域おこし協力隊が取材！
地域おこし協力隊が取材！

町内店舗の紹介町内店舗の紹介 第７弾 パピヨン ▼営業時間 10：00～20：00
▼定休日 第２、第４日曜日

シリーズ

「日本で最も美しい村」連合　vol.18（令和４年12月号）

　10月13日と14日の２日間、田子町で「日本で最
も美しい村」連合東北ブロック会議総会研修交流会
が開催され、東北六県の連合加盟町村のうち10町村
から首長ほか関係者が来町し田子町の取り組みを学
びました。
　初日の総会研修交流会では、「日本で最も美しい村」
連合資格委員会委員藤本穣彦氏（明治大学准教授）
のオンラインによる基調講演や、田子ニンニク料理
推進協議会による「“食”による観光まちづくりにつ
いて」と題した事例発表、田子神楽保存会による「田
子神楽　男女共同の伝統継承」と題した事例発表が
行われました。研修交流会の最後には、アトラクシ
ョンとして田子神楽の披露が行われ、田子神楽保存
会技芸部による鶏舞と傘舞に参加者は心を奪われて
いました。
　翌日の14日には、にんにくの生産・加工・販売と
いうテーマで現地視察が行われ、山本博隆さん（上
野）のにんにくほ場や、ガーリックセンターにんにく

加工第２工場、Ｔａｋｋｏ　Ｆａｒｍｅｒ’ｓ　Ｍａｒｋｅｔを
視察し、「地域の財産と絆を育み　人が輝く　ふるさ
とたっこ」の取り組みを学びました。

「日本で最も美しい村」連合東北ブロック会議 総会及び研修交流会

田
子
ニ
ン
ニ
ク
料
理
推

進
協
議
会
の
事
例
発
表

参
加
者
を
魅
了
し
た
田
子
神
楽

に
ん
に
く
加
工
工
場
の
視
察

Takko Farmer's Market の視察

田子神楽保存会による事例発表

視察したにんにくほ場


